
自
動
車
部
品

開発強化へテストコース建設相次ぐ
　
国
際
競
争
の
激
化
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
、
進

展
す
る
環
境
技
術
。
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に
は

世
界
を
舞
台
に
勝
ち
残
る
た
め
一
段
上
の
技
術
力

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
一
方
、

地
震
大
国
の
日
本
に
お
い
て
災
害
発
生
時
に
も

供
給
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
リ
ス
ク
対
策
の
再
整

備
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

「
燃
費
競
争
」
支
え
る
部
品

「プリウス」に採用された豊田
自動織機のＡＣインバーター

豊
田
合
成
は
シ
ー
リ
ン
グ
部
品
の
軽
量
化
を
追
求

写

真
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
リ
ム
ウ
ェ
ザ
ス
ト
リ
ッ
プ

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
が
三
重
県
伊
賀
市
に
開
設
し
た
テ
ス
ト
コ
ー
ス

多様化ニーズへ対応製品の評価能力向上

リスク対策も再整備近隣同業と代替生産体制

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 １１月２６日 月曜日 　　

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
グ
ル
ー
プ

の
部
品
メ
ー
カ
ー
は
相
次
い

で
自
前
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
の

建
設
を
進
め
て
い
る
。
グ
ロ

ー
バ
ル
で
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
や
、
ト

ヨ
タ
以
外
の
自
動
車
メ
ー
カ

ー
か
ら
の
受
注
拡
大
を
図
る

に
は
不
可
欠
と
判
断
し
た
か

ら
だ
。
従
来
は
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
コ
ー
ス
を
借
り
て
試

験
し
て
い
た
が
、
自
社
で
テ

ス
ト
コ
ー
ス
を
持
つ
こ
と
で

製
品
の
評
価
能
力
を
高
め
て

顧
客
提
案
力
を
強
化
す
る
。

　
「
単
な
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

か
ら
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な

れ
る
」
。
井
川
正
治
ジ
ェ
イ

テ
ク
ト
社
長
は
三
重
県
伊
賀

市
に
建
設
し
た
テ
ス
ト
コ
ー

ス
「
伊
賀
試
験
場
」
の
意
義

に
つ
い
て
こ
う
強
調
す
る
。

伊
賀
試
験
場
の
敷
地
面
積
は

約

万
平
方

。
約

億
円

を
投
じ
て
建
設
し
た
。
ス
テ

ア
リ
ン
グ
、
シ
ャ
フ
ト
、
軸

受
な
ど
同
社
製
品
を
組
み
込

ん
だ
自
動
車
の
テ
ス
ト
走
行

に
活
用
す
る
。

　
１
周
２
・
２

の
サ
ー

キ
ッ
ト
状
コ
ー
ス
を
備
え

た
。
サ
ー
キ
ッ
ト
内
の
中
央

部
の
面
積
は
５
万
４
０
０
０

平
方

。
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
平
た
ん
度
を
持
た
せ
た

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
空
間
と

し
、
車
の
旋
回
走
行
な
ど
が

可
能
。
石
畳
な
ど
７
種
類
の

特
殊
な
路
面
を
再
現
し
た
評

価
路
も
設
け
た
。

　
ト
ヨ
タ
紡
織
は
岐
阜
県
多

治
見
市
と
同
土
岐
市
に
ま
た

が
る
土
地
に
テ
ス
ト
コ
ー
ス

を
備
え
た
開
発
拠
点
「
多
治

見
技
術
セ
ン
タ
ー
」
を
建

設
、
２
０
１
４
年
に
完
成
す

る
予
定
だ
。
主
力
の
シ
ー
ト

や
パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
機
器
部

品
の
開
発
に
活
用
す
る
。

　
約

億
円
を
投
じ
て
建
設

す
る
多
治
見
技
術
セ
ン
タ
ー

の
敷
地
面
積
は

万
平
方

。
テ
ス
ト
コ
ー
ス
は
全
長

１
・
８

。
多
種
多
様
な

路
面
を
再
現
し
た
特
殊
路
２

０
０

も
設
け
る
。
「
世
界

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
シ
ー
ト
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
強
い
思

い
を
実
現
し
た
い
」

豊
田

周
平
社
長

と
意
気
込
む
。

　
豊
田
自
動
織
機
は
三
重
県

亀
山
市
白
木
町
と
小
川
町
に

ま
た
が
る
山
林
に
テ
ス
ト
コ

ー
ス
を
建
設
し
、

年
に
稼

働
す
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

や
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

用
の
イ
ン
バ
ー
タ

ー
や
モ
ー
タ
ー
、
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
な
ど
の
研
究
開
発
機

能
を
強
化
す
る
。
投
資
額
は

土
地
造
成
を
合
わ
せ
て
約

億
円
。
コ
ー
ス
は
１
周
約
２

。
今
後
２
年
間
に
わ
た

り
環
境
調
査
を
実
施
し
、

年
秋
に
着
工
す
る
予
定
だ
。

　
電
動
化
に
加
え
、
小
型
エ

ン
ジ
ン
と
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ

ャ
ー

過
給
器

の
組
み
合

わ
せ
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
機
能
―
。
ま
す
ま
す
過

熱
す
る
自
動
車
を
め
ぐ
る
燃

費
競
争
を
支
え
る
の
が
部
品

メ
ー
カ
ー
の
技
術
だ
。

　
ス
ズ
キ
が
９
月
に
発
売
し

た
新
型
「
ワ
ゴ
ン
Ｒ
」
に
は

注
目
の
低
燃
費
技
術
が
搭
載

さ
れ
た
。
「
エ
コ
ク
ー
ル
」

と
名
付
け
ら
れ
た
新
空
調
シ

ス
テ
ム
だ
。
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
で
エ
ン
ジ
ン
が
止

ま
っ
て
い
る
間
も
冷
風
を
送

り
続
け
る
。
そ
の
秘
密
は
デ

ン
ソ
ー
が
開
発
し
た
エ
バ
ポ

レ
ー
タ
ー
に
あ
る
。

　
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー
は
冷
風

を
つ
く
り
出
す
基
幹
部
品

で
、
フ
ィ
ン
が
多
層
に
重
な

っ
た
形
状
。
デ
ン
ソ
ー
が
開

発
し
た
新
タ
イ
プ
は
フ
ィ
ン

の
間
に
蓄
冷
材
を
詰
め
た
薄

い
ケ
ー
ス
を
配

置
す
る
こ
と
で

空
気
を
冷
た
く

保
つ
。

　
通
常
、
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
で
車
室
温

度
が
上
昇
す
る

と
、
エ
ア
コ
ン

稼
働
を
維
持
す

る
た
め
に
エ
ン

ジ
ン
を
再
始
動

す
る
。
エ
コ
ク

ー
ル
の
採
用
に

よ
っ
て
、
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
の
エ
ン
ジ

ン
停
止
時
間
を

通
常
よ
り
２
倍

程
度
長
く
で
き

る
。
新
型
エ
バ

ポ
レ
ー
タ
ー
の

採
用
は
広
が
り
そ
う
で
、
デ

ン
ソ
ー
は
３
年
以
内
に
年
間

販
売
台
数
を
１
２
０
万
台
程

度
に
拡
大
す
る
考
え
だ
。

　
豊
田
自
動
織
機
は
直
流
を

交
流
に
変
換
す
る
「
Ａ
Ｃ
イ

ン
バ
ー
タ
ー
」
を
開
発
。
ト

ヨ
タ
の
Ｈ
Ｖ
に
採

用
を
広
げ
て
い

る
。
「
エ
ス
テ
ィ

マ
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
」
「
ア
ル
フ
ァ

ー
ド
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
」
「
ヴ
ェ
ル
フ

ァ
イ
ア
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
」
、
レ
ク
サ

ス
「
Ｃ
Ｔ
２
０
０

ｈ
」
に
続
き
、
一

部
改
良
し
た
「
プ

リ
ウ
ス
」
「
プ
リ

ウ
ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ
」
に

も
出
力
１
５
０
０

の
高
出
力
タ
イ

プ
が
採
用
さ
れ

た
。
高
出
力
タ
イ

プ
の
た
め
炊
飯
器

や
ポ
ッ
ト
な
ど
消

費
電
力
の
大
き
い

家
電
製
品
を
車
内

で
使
用
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。

　
豊
田
合
成
は
軽
量
化
を
追

求
す
る
。
す
で
に
「
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ト
リ
ム
ウ
ェ
ザ
ス
ト

リ
ッ
プ
」
や
「
ラ
ゲ
ー
ジ
ウ

ェ
ザ
ス
ト
リ
ッ
プ
」
で
同
社

従
来
品
に
比
べ

％
軽
量
化

し
た
の
に
続
き
、
同

％
軽

量
化
し
た
窓
枠
用
シ
ー
リ
ン

グ
部
品
「
ド
ア
ガ
ラ
ス
ラ

ン
」
を
開
発
し
た
。
気
泡
を

含
む
発
泡
材
を
添
加
し
、
樹

脂
材
料
を
ス
ポ
ン
ジ
状
に
し

た
ほ
か
、
設
計
の
工
夫
に
よ

っ
て
、
余
分
な
部
位
を
可
能

な
限
り
削
り
実
現
し
た
。

　
欧
州
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を

中
心
に
広
が
り
を
み
せ
る
エ

ン
ジ
ン
の
小
型
化
と
タ
ー
ボ

を
組
み
合
わ
せ
た
「
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
」
。
今
後
、
日

系
車
メ
ー
カ
ー
各
社
も
採
用

を
広
げ
る
計
画
だ
。

　
タ
ー
ボ
需
要
の
拡
大
が
見

込
め
る
た
め
、
関
連
部
品
を

手
が
け
る
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
は
受
注
拡
大
の
チ
ャ
ン

ス
。
タ
ー
ボ
用
軸
受
を
数
点

手
が
け
て
い
る
大
豊
工
業
は

今
後
、
扱
う
軸
受
の
種
類
の

拡
大
を
狙
う
。
将
来
は
軸
受

単
品
だ
け
で
な
く
「
ユ
ニ
ッ

ト
単
位
で
組
み
立
て
ま
で
し

た
い
」

上
田
建
仁
社
長

と
意
気
込
む
。

　
技
術
開
発
と
並
行
し
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
リ

ス
ク
対
策
の
再
点
検
・
再
整

備
も
進
む
。
愛
知
製
鋼
は
エ

ン
ジ
ン
な
ど
に
使
わ
れ
る
鍛

造
部
品
に
つ
い
て
ト
ヨ
タ
や

近
隣
の
同
業
な
ど
と
代
替
生

産
体
制
を
築
く
。

　
同
社
が
取
り
組
む
リ
ス
ク

対
策
活
動
「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」

Ｂ
Ａ
Ｐ

の
一
環
。
自
然

災
害
な
ど
で
工
場
が
停
止
し

た
際
に
金
型
を
ト
ヨ
タ
な
ど

に
持
ち
込
み
、
迅
速
に
代
替

生
産
す
る
体
制
と
す
る
。
そ

の
た
め
金
型
を
鍛
造
機
に
取

り
付
け
る
部
分
を
見
直
し
、

異
な
る
鍛
造
機
で
も
生
産
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
製
品
や

生
産
設
備
ご
と
に
優
先
度
を

設
定
し
、

年
ま
で
に
順

次
、
対
象
を
広
げ
る
。

　
シ
ロ
キ
工
業
は
金
型
設
計

な
ど
の
デ
ー
タ
と
、
そ
の
金

型
で
生
産
し
た
部
品
１
個
を

セ
ッ
ト
に
し
て
複
数
拠
点
で

持
つ
よ
う
に
仕
入
れ
先
に
対

し
て
依
頼
を
始
め
た
。
自
然

災
害
時
の
生
産
復
旧
対
策
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
。
同
社
は
金
型
を
い
か
に

早
く
復
旧
で
き
る
か
が
生
産

復
旧
を
左
右
す
る
と
み
て
取

り
組
み
を
始
め
た
。


